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　本誌は，千葉医学を輝かさせる一手段として，
長年，学内外の諸先生方に愛読されてきておりま
す。本号も，その輝きの一端を担う情報が鏤めら
れており，興味深くお読みいただけると思われま
す。表紙の装丁も，本年から，野田公俊編集長ら
の編集委員会メンバーによるご努力により，意義
あるものとなってきております。
　さて，ここでは，本誌へと導かれる学術活動の
支援体制について一考してみます。例えば，本号
で記録されている千葉医学会賞・奨励賞や猪之鼻
奨学会による研究助成です。また，ゐのはな同窓
会賞も思い浮かばれます。勿論，文部科学省など
様々な省庁からの支援体制があります。しかし，
国レベルからの考察は，大震災や本号でも取りあ
げられている原発事故，あるいはTPP問題など，
極めて流動的要因もあることから，あくまでも，
亥鼻山に関連する上記 3団体を考えてみます。ま
ずは，支援可能とする財政基盤とその基盤作りで
す。その為に何をなすべきかです。近近の課題と
しては，猪之鼻奨学会の公益財団化による基盤作
りがあります。公益化により，寄附者への優遇が
税制上得られるようになるからです。また，この
移行時期にあっては， 3団体の中で唯一財政基盤
を強固としているゐのはな同窓会賞からの支援が
求められることとなります。その上で，もう一度，
本誌の役割を再考する必要があるのではと，本号
のゲラ刷りを手に取り，脳裏をかすめた次第で
す。
　学術上一流誌と目されているジャーナルを読者
あるいは研究論文の投稿者としての立場から眺め
ると，時代の先取りをうまく組み合わせていま
す。そこで，本誌にあっても，そのような方策を
必要とするようです。例えば，各専門分野にあっ
て，次の時代を担うであろう新たな研究分野があ
りながら IF値などで査定されてしまう現況には
適されない研究活動を，千葉医学会員諸氏よりと
りあげてもらう必要があります。そのことを本誌
に掲載します。そのような分野の研究課題に果敢
に取り組もうとしている若き学徒を支援する方策
作りです。その策に，前述の 3団体も組みさせ，
その課題が国レベルや世界レベルの研究へと浮上
するまで，支援するのです。微力であっても，持
続的支援こそが，今求められております。たとえ，
小額であろうと，息の長い支援体制が，地道に活
動する研究者には必要となっております。以上は
架空の夢物語ではありません。各種の民間財団に
おける審査を行っている筆者からの目からは，そ
のような支援体制を造る土壌は，この地，千葉に
充分満ちていると思われるからです。
　ところで，最後に，私事となりますが，　平成
23年度をもって学術活動を離れる身となります。
36年前，当時編集長をなさっていた桑田次男先生
のお勧めもあり，それ以前の大学院生時代に千
葉大学医学部生化学講座第二で中澤　淳先生や
橘   正道先生らに指導を受けた研究内容を，本誌
に総説として掲載させていただきました。その時
より，本誌を身近に感じることとなりました。爾
来，複数の総説と今回のような編集後記に関する
執筆の機会を得ました。そのような経緯にあっ
て，本誌での著述を糧にしつつ常に求めてきたも
のを一言で表現するならば，次のようなこととな
るようです : 未知の既知化と未科学の科学化，及
び，非常識の常識化。
　読者皆さんにおける本誌へのなお一層の愛着を
お願する次第です。
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